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※ ペンネーム：めいみ 

春のわくわくデー・いぶカフェ 4 周年記念イベント 

4 月５日は軽トラ市、骨董市やマルシェ！ 
 まだまだ朝晩の寒暖差は大きいものの、桜も満開になり、恒例となった春のわくわくデーを今年も開

催しました。雨天のため６日は交流センターで、里山ライブのみの開催となりました。 

  

 

 

 

 

 

伊深産のお米や、新鮮な野菜・果物が満載の軽トラ市、古民家や各家庭からのお宝が集まった骨

董市に加え、今回は、ＩＢＵＣＡＬで木工を学ぶ作家さんや、市猟友会の皆さんが初参加。木工作品や

鹿の角の販売など新たな出店があり、来場者の目を引いていました。 

マルシェは、ハンドメイド作品や、美容、ワークショップ、キッチンカーなど、種類が豊富。出店も増え

て賑やかさが増していました。  

 

「伊深を音楽で盛り上げよう」と、交流センターに６組の 

バンドユニットが集結。里山ライブを開催しました。 

二胡の演奏から始まり、優しいボーカルの心温まる曲。パワフルなビートに刻

まれたドラムとギターのセッションや、伸びやかなボーカルの迫力。胸にジンと 

来る切ないバラードなど、個性豊かな楽曲と演奏で、会場が一体になり盛り上がりました。 
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報告 

     今年も鯉のぼりを楽しんで！ 
３月３０日（日）に、伊深小学校の南側 

と西側のフェンスに鯉のぼりを設置しまし 

た。設置当日は、風が強く、胴体にいっぱいの風を受けて 

泳ぐ鯉のぼりは色鮮やかで、青空に映えていました。 

今年も、家庭で大切にされていた鯉のぼりを提供いただき、おかげで、 

設置することが出来ました。ありがとうございます。 

５月初旬まで設置されていますので、是非お楽しみください。             

 

 
報告 

4 月６日は里山ライブ！ 

 

https://ibuka-machizukuri.com/
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●５月・６月に以下の事業を実施する予定で進める（一部協力する）ことにしました。 

・５月２１日 当協議会総会         

・５月２５日 IBUCAL １周年記念イベント 

・～５月２５日 ギャラリー伊深「佐野一彦がみつめた伊深」 

・５月２８日 ちょっとたのむ輪 第 1 回連絡会議 

・６月１４日 伊深ほたるコンサート 

 

 

 伊深町の各地区には、昔から伝わる祭り事が多々あります。 

しかし世代が変わるにつれ、その継承が難しくなっている状況です。 

まちづくり協議会では、皆さま方から、祭り事に関する、その場所、やり方、 

歴史などを伺い記す事で後世に残すため、３月２２日（土）に懇話会を開催 

しました。今回は、文化の森、まちづくり課の担当者を交え、上切・大洞地 

区のお話しを伺いました。 

お話しを伺った方 【上切地区】 井上 武彦さん（92）、篠田 洋 さん（81）、 

                       藤田 治男さん(88) 

                                 【大洞地区】 大矢 碵郎さん（86）、大矢 進 さん（86） 

              今後は、他の地区でも懇話会を開催していく予定です。 

皆様のご協力をお願いいたします。 
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今後の予定 

報告 

 
 

４月３日（木）に、今春、小学校を卒業して中学１年生になる学童の 

OB・OG の子どもたちが、後輩の子どもたちに、カレーライスを調理し、 

ふるまいました。伊深ごはん研究会メンバーも調理のお手伝いをしました。 

           材料は、お米５升、じゃがいも大１８個、玉ねぎ中３２個、にんじ 

ん大１５本、豚肉２．４㎏とカレールーです。 

 皆で手分けをして、野菜を洗う人、皮むきをする人、切る人な 

ど役割をこなします。大きなお鍋に２杯、カレーを煮ました。 

 カレーを煮込んでいる間に、「伊深こども食堂」の看板を作り、 

折り紙を利用して飾りつけも工夫し、おもてなしの準備完了。 

 後輩の子どもたちは、１１時３０分と１２時からの２班に分かれて 

やって来ました。美味しいと、お代わりをする子どもが続出。 

 ご飯はお釜が空になり、すべて完食。ルーもほぼ完食でした。 

 入学式・始業式までの春休み期間でしたが、先輩として既に 

ステップアップした子どもたちのたくましい姿が見られました。 

 
報告 子どもたちが子どもたちにふるまう 

伊深こども食堂開催 

【伊深に伝わる祭り事を記す懇話会】を開催 

お話を伺いながら、地図に「愛宕さま」や「金比羅さま」の位置を 

記録していきました。 


